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サハリンの新生代火山活動

岡村聰1)

1.はじめに

サハリン島は,北海道の最北端である稚内から北

へ約40kmに位置し,北海道との地移･地質学的

共通性が強い.しかし,北海道に特徴的な火山活動

深発地震はサハリンには顕著でなく,サハリン

の島弧としての性格は不明瞭である.福沢(1989),

小松ほか(1990)によると,南サハリンの漸新世前

期の火山岩類や漸新世後期～中新世初期の珪質頁岩

は,北海道北東部のそれらとよく似た岩相･堆積環

境を示し,これらが日本海盆,千島海盆の拡大形成

に深い関わりカミあることを指摘している.一方,

Shimazueta1.(1992)は,南サハリンの中新世～鮮

新世火山岩類について検討し,それらの岩石化学的

性質が島弧火山岩とは異なり,プレｰト内火山岩に

類似することを明らかにした.

このように,サハリンと北海道では新生代を通じ

て共通点や相違点が存在し,両地域を比較すること

が北西太平洋沿岸地域のテクトニクスを解明する上

で重要た鍵を握っていると考えられる.ここではサ

ハリンの新生代火成活動について紹介し,特に古第

三紀末～鮮新世の火山活動の変遷とテクトニクスと

の関わりについて,北海道側の地質学的デｰタと比

較しながら報告してみたい.なお,筆者がサハリン

での調査を行うにあたり,北方圏地質研究会(代表

静修女子大学北川芳男教授)の皆様には大変お世話

になった.ここに記して謝意を表します.

2.サハリンの新生界と北海道側との対比

サハリンは南北性の中央サハリン断層(Tym-

Poronaisk断層)によって東西に二分され,新生界の

発達が著しい西サハリン山地は,中央サハリン断層

に沿う右横ずれ断層の結果,北北西一南南東方向に

1)北海道教育大学札幌校:

〒002札暢市北区あいの星5-3-1

雁行配列した摺曲軸を形成している(第1図).鮮

新世～第四紀初頭になると東西方向の水平圧縮運動

によって,中央サハリン断層沿いに衝上断層が形成

され,西サハリン山地では地塁一背斜構造形成の運

動が進行し現在に至っている.

サハリンの新生界は,細粒砕屑性堆積物が主体を

なし,火成岩類は小規模なものが多い.佐々

(1981),G1adenk0Y(1984),Gnibidenko(1989)らの

地質層序を総合すると,古第三系は下位からニジネ

ドエ(Nizhneduy)･クラスノポリ(Krasnopo1i)･タ

カラダイ(Takarad出)およびアラカイ(Arak出(Gaste-

11o))の各層,新第三系はホルムスク(Kho1=msk)･

ネベリスク(NeYe1sk)･チェホフ(Chekh0Y)･ウエ

ルフネドエ(yerkheneduy(Ug1egorsk))･グラシ

(Kurassy)･マルヤマ(M;㎜yama)の各層からなる(第

2図).

2.1古第三系

ニジネドエ層は狭炭層からなり,北海道の始新世

を示す石狩層群に対比される.現在でも多くの炭田

で露天掘り採掘が行われている.クラスノポリ層は

砂岩･礫岩からなる.その上位のタカラダイ層は塊

状のシルト岩を主体とし上部に砂岩を含む.クラス

ノポリ･タカラダイ両層は北海道の始新世～漸新世

の幌内層に対比される､ニジネドエ層からタカラダ

イ層にかけての堆積環境は,陸域,海浜～遠洋,遠

洋へと変化し,時代とともに海進の優向が読み取れ

る(Gnibidenko,1989).

アラカイ層は火砕堆積物を含む浅海成の砂岩･シ

ルト岩からなる.西サハリン山地の西部では400

mの層厚に達し,東部では80mである.西部のア

ラカイ層は3都層に区分され,下部層は砂質シノレ

ト岩からなり,安山岩質火砕岩や玄武岩質貫入岩

･溶岩をともなう.中部層は砂岩･シルト岩･礫

岩よりなり,基底部に玄武岩･安山岩質玄武岩の溶

キｰワｰド:サハリン,新生代,火山活動,島弧火山岩,アル

カリ岩,千島海盆,日本海盆,グリｰソタフ
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第1図南サハリンの地質概略図･

11第四系,2･3;新第三系(2;上都中新統～鮮新統,

3;中新統),4;古第三系,5;先第三系,6～12;火

成岩類(6;デイサイト(鮮新世),7;安山岩～玄武岩

(中新世～鮮新世),81粗面安山岩(後期中新世～鮮

新世),9;安山岩～玄武岩(中期中新世),10;アル

カリドレライト～はんれい岩(後期中新世),11;は

んれい岩～閃緑岩(中新世),12;花崩岩類(古第三

紀).Vereshagin(1969),KosyginandPopeko

(1987)より編集.

岩や貫入岩がみられる.上都層は,火砕堆積物を多

量に含み基底部に礫岩をともなう.東部のアラカイ

層は,凝灰質の砂岩～シルト岩よりなり,火山性物

･S滅皿㎜ct8王.(1992).帥岡村ほか(準備中)

第2図南サハリンと北海道中央都～北部の第三系層序

対比図.数字はK-Ar年代(Ma)を示す.各層の

岩相については本文参照.

質に乏しい.北海道夕張炭田地域の紅葉山層は砂岩

を主体にし玄武岩由来の砕屑粒子を含んでおり,ア

ラカイ層に対比できる(松井･高橋,1951).アラ

カイ層火山岩類の年代は,下部層の玄武岩質安山岩

が38.6Ma,中部層の安山岩が30.6Maの漸新世前

期のK-Ar年代を示し(岡村ほか,準備中),後者

の年代は化石層序からの推定(G1adenkoy,1984)と

矛盾しない一アラカイ層と同時異相のガステ肩層は

北サハリンを模式地とし,非火山性の細粒砕屑岩か

らなる.

2.2新第三系

ホルムスク層は前期中新世を示し,薄いラミナの

よく発達した珪質のシルト岩～泥岩からなる(写真

1).ユジノサハリンスクからホノレムスクに至る東

西ルｰトにおいては,最大1200～1600mの層厚を

示す.本層中には10～20m層厚にわたって沸石を

うり曲う一}くる〒;

多量に含むことがある.北海道の雨竜地域の袋地層

は珪質泥岩を含みホルムスク層に対比されるが,層

厚は半分以下である.一方,東部北海道には本属に

対比される類似岩相の津別層が厚く堆積している.

前期中新世末のネベリスク層は約50mの砂岩泥岩

の互層からなり,上位のチェホフ層とは一部同時黒

地質ニュｰス478号�
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写真1アラカイ層の砂岩･シルト岩(右下)の上位にホ

ルムスク層の珪質頁岩(左上)が重たる露頭.コ

ルサコフ付近.

相の関係にある.本属の露出する地域では地滑りに

よる滑落地形が多く見られる.チエホフ層は玄武岩

質安山岩～玄武岩の溶岩･火砕岩類からなり,それ

らは部分的に緑色変質を強く受けている.本属は夕

張炭田地域の滝の上層に対比される.チェホフ層最

上都の玄武岩溶岩は16.9MaのK-Ar年代値を示し

(岡村ほか,準備中)前期中新世末に活動した.中期

中新世のウエルフネドエ層は下位のチェホフ層と不

整合で接し,厚い狭炭層を含む泥岩からたる.サハ

リンでは本属から見いだされる炭田が8～10カ所あ

るという.北海道の同時期の地層からはこのような

大規模な狭炭層は認められず異質である.

中～後期中新世のグラシ層は珪質泥岩からなり,

北海道の稚内層に酷似する.中期中新世末～鮮新世

のマルヤマ層は亜炭をともなう塊状の砂岩･礫岩か

らなり,1200mの層厚に達する.本属は一部火山

性堆積物を伴っている.堆積岩主体のマルヤマ層

こえといゆうち

は,北海道の声問層･勇知層に対比される.

1994年6月号

写真2アラカイ層下都層のシルト岩(白色部)を貫き上

都層にシｰト状に貫入したドレライト岩体(暗色

部).岩体の左下都に縞状構造が発達する･ホル

ムスク市の北約12km.

3.サハリンの第三紀火成活動の特徴

サハリンの新生代火山活動は,古第三紀から鮮新

世にかけて小規模ながら断続的に生じ,特に南サハ

リンの西縁都に率いてそれが顕著である.第三紀火

山岩類のうち最下位のアラカイ層は,いずれも噴出

岩･貫入岩の産状を示し,岩質は玄武岩からデイサ

イトの組成範囲におよぶ.噴出岩は塊状溶岩や火砕

岩からなり,貫入岩は岩脈のほかドレライト岩床と

して産する(写真2).ドレライト岩床中には顕著な

縞状構造がみられる.アラカイ層火山岩は,変質作

用を受けることがしばしばあるが,新鮮な火山岩は

島弧に典型的たカルクアルカリ岩の化学組成を示

す.

前期中新世のチェホフ層は玄武岩質安山岩～玄武

岩を主体とする火砕岩類からなり塊状溶岩をともな

う.火砕岩類はジュｰドピロｰを含むハイアロクラ

スタイトやその二次的堆積物の産状を示す(写真

3).塊状溶岩はチェホフ層の最下都や中部層中に

みられる.局部的に変質作用をこうむることがあ

り,しばしば方解石の脈が貫く.全岩化学組成は,

アラカイ層よりややアルカリに乏しく,島弧ソレア

イトの特徴を示す.

サハリンには,アルカリ岩が小規模ながら比較的

まとまった岩体として各所にみられる.まず,粗面

岩～粗面安山岩を主体にした火山岩が,溶岩･岩頭

･溶岩ドｰム･岩脈として産する.産地としては,

東サハリン山地と南サハリンの南西端にあたるクリ

リオン半島(いずれも中新世末),サハリン最北端の'�
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写真3チェホフ層の玄武岩質ハイアロクラスタイト.

礫の一都はジュｰドピロｰの形態を示す.チェ

ホフ市の南側郊外.

シュミット半島(漸新世)である.これらの岩体は,

鉱物組合昔としてケルズｰタイトを特徴的に含む.

全岩化学組成ではK20が5%,A1203が16%に達す

る(Semeno∀,私信).

もう一つのアルカリ岩のタイプとしては,アルカ

リドレライトに代表される半深成岩～深成岩の岩体

である.産地はシュミット半島(中新世初期)とレソ

ゴルスク(後期中新世～初期鮮新世)である.後者の

岩体は,かつて八木健三氏によって詳しく研究さ

れ,新生代の環日本海アルカリ岩石区の北東縁部に

相当するとされている(Yagi,1953).この岩体につ

いて以下に,やや詳しく紹介する.

ウグレゴルスクの北方数10kmの海岸部(レソゴ

ルスク)には,中新世のウエルフネドエ層～グラシ

層の狭炭層や珪質泥岩をシｰト状に貫いてドレライ

トと少量のモンゾニ岩･閃長岩からたるアルカリ岩

カミみられる.ドレライトと接触する石炭層は貫入時

の熱によって0.5～1cmにわたって石墨が生成され

ている.本ドレライトから912MaのK-Ar年代が

得られている(Shimazueta1.,1992).写真4は,か

もろつ

つて八木氏によって調査された旧諸津岬の露頭であ

る.これらアルカリ深成岩～半深成岩は貫入岩床,

併盤,岩脈の産状を示す.これら諸岩石は,バｰケ

ビ角閃石･方沸石･チタン黒雲母を特徴的に含む.

ウグレゴルスクの南側に位置するラマノソ岬周辺

は,サハリンで唯一ともいえる円錐形の火山地形が

保存されている地域である(写真5).ここでは,中

期中新世末～鮮新世のマノレヤマ層の水中火山活動に

写真4

ウエルフネド二層の黒色泥岩～石炭層を貫くア

ルカリドレライトシル(白色部).旧諸津岬.

写真5

ラマノソ周辺の遠景.溶岩流からなる層状火山

の上に点々と円錐形の溶岩ドｰ合が形成されて

うLo

いる.ほぼ中央のドｰムは1弓鵜城山(863m)｡

右端はイチャラ山(旧伊皿山,1022m),左端の

やや平坦な山はクラスノバ山(旧釜伏山,1094

洩�

始まり,その上位(オルロポ層)の層状火山･溶岩ド

ｰムの活動に引き継がれている(第3図;

Semenov,1975).マノレヤマ層中の玄武岩から11.3,

11.8Ma,オルロボ層の安山岩から4.7MaのK一

出年代値が報告されている(Shimazueta1.,1992).

火山岩類の産状は溶岩･貫入岩･火砕岩からな

る.初期のマルヤマ層の火山岩はハイアロクラスタ

イトが卓越し,枕状溶岩やピロｰブレッチャの形態

がよく保存されているものがある(写真6).後期の

オルロボ層は,岩質によって2つに区分され,下

部層は玄武岩,上部層は安山岩からなり(第3図),

いずれも塊状溶岩･自破砕状溶岩を主体とし(写真

7),広大な層状火山を形成している.末期には酸

地質ニュｰス478号�
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2オルロボ層上部層;

安山岩

3オルロポ層下部層;

玄武岩

4マルヤマ層;火山性～

非火山性堆積岩

5マノレヤマ層;非火山

性堆積岩

6グラシ層

7ウエルフネドエ層

8チェホフ層

9ホルムスク層

10アラカイ層

11タカラダイ層

ユ2クラスノポリ層

13ニジネドエ層

14石英閃緑岩一ひん岩一

デイサイト(鮮新世)

15閃緑岩一はんれい岩質

閃緑岩

(古第三紀末～前期中

新世)

16砂岩(オルロポ層)

17貫入岩類

(a半深成岩津,b岩

脈･シル)

18断層

19マルヤマ層の岩相境界

線

20走向･憤斜
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写真6マルヤマ層の安山岩質ハイアロクラスタイト.

一部は枕状溶岩として左下に垂れ下がるフ才ア

セットベッドが見られる.ウグレゴルスクの南

約15km.

性岩からたる溶岩ドｰムや深成岩類の貫入岩体を形

成し,きわめて最近の活動のように感じられる.

溶岩ドｰムと思われるイチャラ山(旧伊皿山)は標

高1022m,クラスノバ(Krasnova)山(旧釜伏山)は

1094mに達し,サハリンの火山の最高峰に数えら

れるものである.構成岩石は玄武岩～玄武岩質安山

岩が約半分を占め,そのほかに安山岩･デイサイト

石英閃緑岩～ひん岩を含む.前述のアルカリ岩

とラマノソ岬周辺の火山岩は,いずれも非島弧的な

岩石学的性質を示す(Shimazueta1.,1992).

今回は詳しく紹介しないが,花嵩岩類の貫入岩体

が東サハリン山地,ドニノｰアニワ半島に小規模に

分布する.K-Ar法による放射年代測定によれば,

前老は58～66Ma,後者は北側の岩体が28～32

Ma,南側が35～57Maを示し(Gnibidenko,

1989),ともに北海道の日高帯の延長部に分布し,

一連の深成岩活動により形成されたものと思われる

が,時代的にはかなり古い.

4.北海道一サハリンの新生代テクトニクス

古第三紀の火山活動は,北海道ではサハリンと同

様小競模に認められるにすぎない.主要な分布地域

としては,一つは西南北海道の日本海沿岸地域,も

う一つは東部北海道の北見周辺である.活動年代

は,前者の例として奥尻島の火山岩は,28～35

Ma(雁沢,1987;山本ほか,1991),後者では二又

安山岩類に代表される火山岩類が,29～32Ma(柴

田･棚井,1982;松井･雁沢,1987)を示し,いず

写真7オルロボ層上都の板状節理の発達した安山岩溶

岩.旧鵜城山の北側山麓部.

れも漸新世前期にあたり,サハリンのアラカイ層火

山岩とほぼ同時期に活動している.

奥尻島火山岩は,ユｰラシア大陸東縁の陸弧火山

フロントで活動し,日本海形成の先駆的活動であっ

たらしい(岡村ほか,1993).一方,東部北海道の

火山岩類は,基盤の常呂帯東端の南北性断層(二又

断層)やそれと斜交する小断裂帯に沿って分布し,

千島海盆の拡大開始のリフティングにともたった活

動と考えられている(小松ほか,1990).

千島海盆は,その形状がカムチャッカ半島の先端

付近を要とした西に開いた半扇形をしていること

や,根室半島での古地磁気の研究などから,現在の

東都北海道都分(千島弧前弧側)が反時計回りに回転

し,扇形に開いて形成されたと考えられている(田

中･内村,1989;小松ほか,1990など).小松ほか

(1990)によると,扇の西端は右横ずれ断層帯にな

っていると予想され,東部北海道の漸新世前期火山

岩類は,その断裂帯の形成にともなって活動したも

のらしい.千島海盆の形成時期は,日本海盆に比べ

情報が少たく不明な点が多いが,千島海盆の水深や

熱流量などから漸新世～中期中新世に拡大したと推

定されており(KimuraandTamaki,1985),上記の

考えを支持している.

これらの火山活動の後に堆積した漸新世後期～中

新世初期の珪質頁岩は,北部北海道(袋地層)･東都

たつこぷ

北海道(達媚･津別層)･南サハリン(ホルムスク層)

において厚く発達する.これらはシリカ殺生物遺骸

の集合体からなり,その堆積環境･堆積盆の分布か

ら,現在の日本海北部とオホｰツク海南部に広く深

い古海洋が存在しており,それぞれ日本海盆,千島

地質ニュｰス左78号�
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海盆の拡大雅成を示すと考えられる(福沢,1989≡

小松ほか,1990).ただし,これらの堆積岩中には

凝灰岩など火山性物質が介在し,火山活動をともな

っていたとみられるが,大規模な火山岩層からなる

東北目本弧内帯･日本海盆･大和海盆の同時期層準

とは異なる.

前期中新世のチエホフ層に対比される火山岩類

は,北海道ではとりわけ西南部のグリｰソタフ地域

において顕著である.チェホフ層の一都が緑色変質

している点でも北海道のグリｰソタフ層との共通性

が強い.北海道のグリｰソタフ層の広がりについて

は,特にその東側の中央部北海道非グリｰソタフ地

域との境界が問題となる.チェホフ層に対比される

滝の上層は,石狩低地帯から苫小牧沖海域における

多数の坑井によって確認されており,西側の500～

1000mに達する厚い火山砕屑岩が,東へ100m以

下の薄層へと急激に変化している(天然ガス鉱業会

･大陸棚石油開発揚会,1982).この西側の厚い火

山岩類からなる滝の上層の分布は,苫小牧沖の空中

磁気異常帯(OgawaandSuyama,1976)と良く対応

し,留萌沖から利尻一礼文島海域へと南北方向に追

跡されることから,このゾｰンがグリｰソタフ地域

の東縁部と考えられている(正谷,1979).したが

って,南サハリン西海岸沿いに小規模ながら分布す

るチェホフ層は,このグリｰソタフ層の最北端部と

みなすことができるであろう.

渡辺ほか(1993)によると,このグリｰソタフ東

縁部付近の夕張炭田r電追丘陵地域にみられる安山

岩類からなる滝の上層は,19～20MaのK-Ar年

代を示し,これは東北日本弧の最もフロント側の活

動であったと主張している.同じくこの東縁部の北

側にある樺戸地域の滝の上層準の玄武岩は,現在の

火山フロントに特徴的にみられる島弧ソレアイト的

な岩石学的性質を示し,この活動が日本海の拡大に

も密接に関連していたらしい(岡村ほか,1991).

同時期火山岩類は東北目本弧内帯や日本海盆･大和

海盆のODP掘削試料中にも認められ,いずれも日

本海拡大最盛期の火山活動の産物である.チェホフ

層の特徴は,これら同時期火山岩類と多くの共通性

を示し,同一テクトニクス場にあったことは疑いな

し･.

Shimazueta1.(1992)によると,中期中新世以降

(一部,前期中新世を含む)の火山岩類は,Km0
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(1968)の高アルミナ玄武岩からアルカリ玄武岩に

属する玄武岩一安山岩よりたり,それらの多くは

Ti02含有量が高いなど徴量元素の特徴から,大陸

玄武岩や海嶺玄武岩(E-MORB)に類似のフレｰト

内玄武岩類の特徴を有する.したがって,漸新世か

ら前期中新世に活動したアラカイ層およびチェホフ

層の火山岩類が,典型的た島弧火山岩であったこと

から,その後の後期中新世～鮮新世にかけては全く

異なる組成の大陸内玄武岩～安山岩の活動へ転換し

たことになる.南サハリンは,現在もなお典型的な

島弧火山活動を続ける北海道側に比べ,きわめて対

照的な地質環境へと大変身を遂げたことになる.

5.まとめ

南サハリンの火山活動からみると,漸新世から前

期中新世頃までの火山岩類は,北海道の同時期火山

岩類との共通性が強く,いずれも島弧火山に特徴的

なカルクアルカリ,ソレアイト系列火山岩からな

る･このうち漸新世火山岩類は,日本海盆と千島海

盆両者の拡大開始期に関連して活動したらしい.引

き続く前期中新世は,両海盆が拡大深化していく

が,火山岩類の特徴からは東北日本弧グリｰソタフ

層との共通性がみられ,日本海盆拡大との関連性が

強い｡一方,後期中新世から鮮新世に至る火山～深

成活動は,非島弧的性格を示し,大陸内で生じてい

る火成活動に転換した.

換言すると,日本海盆･千島海盆の形成後は,北

海道は引き続く島弧,サハリンは大陸的環境へと分

化したことになる.ただし,北サハリン地域につい

ては事情が違っていた.アルカリ岩で特徴づけられ

る火山岩や深成岩が最北端のシュミット半島では漸

新世から活動しているので,もともと大陸的環境下

での火成活動であったらしい.
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隷灘墨フ

鮒こ航鰹ジ昌便路

欝111ゾ

日本とサハリンを結ぶ初めての航空路,函館

一ユジノサハリンスク線の運行は本年4月4

日から週2便(月,木)で開始されたが(4

月4日付北海道新聞),乗客率70パｰセント

を超える好調さが続き,7月1日から急邊,

週3便(月,木,金)に増便される.来年

からは小樽,稚内などからのフェリｰ便の運

行も決定しており,北方域との交流はこれか

ら益々便利になろうとしている(石原).
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